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平成３０年度 学校自己評価計画書 

石川県立七尾特別支援学校珠洲分校 
重点目標 具体的取り組み（案） 主担当 現  状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 

１ キャリア教育の
推進と進路指導
の充実 

①  個別の教育支援計画
の活用の見直しを通
して、より効果的なキ
ャリア教育・進路指導
の充実を図る。 

キャリア
支援課 
進路指導 

個別の教育支援計画を各関係
機関との連携をもとに、長期的
で一貫した支援を行うことを
目的として策定されている。 

【満足度指数】 
保護者の願いを把握し児童
生徒の能力を伸ばすための
個別の教育支援計画の活用
となっているか、保護者ア
ンケートで評価する。 

保護者からの学校評価アンケートに
「よくあてはまる」「ややあてはま
る」を合わせた割合が 
Ａ：９０％以上 
Ｂ：８０％～９０％未満 
Ｃ：７０％～８０％未満 
Ｄ：７０％未満 

Ｃ以下であれば取り組
み内容及び方法を再検
討する。 

１０月と１月の
学校評価アンケ
ートで調査を実
施する。 

２ 地域との繋がり ① 地域と関わる交流活
動を推進し、ホームペ
ージ等で広報活動を
行う。 

総務課 ・特別支援学校があるというこ
とは認知されているが、地域の
方が児童生徒と積極的に関わ
る機会は少ない。 

【成果指標】 
地域と関わる交流活動の実
施回数を調査し評価する。 

地域と関わる交流活動の実施回数が
学校全体で 
Ａ：２０回以上 
Ｂ：１６～１９回 
Ｃ：１１～１５回 
Ｄ：１０回以下 

Ｃ以下であれば取り組
み内容及び方法を再検
討する。 

学期ごとに各学
部での実施状況
を調査する。 

② 地域の特別支援学級
の担任等に対して、授
業公開や教材教具な
どを紹介したり研修
会を開催したりして
そのニーズに応じた
支援を行う。 

キャリア
支援課 
自立支援 

・地域の特別支援学級担任は講
師や初めての担任などで、何を
どのようにすればよいか不安
があり、その実践を積めていな
いという実態がある。昨年度の
アンケートによると、珠洲分校
に対する期待が高いことが分
かった。 

【成果指標】 
合同学習・研修会に参加し
た地域の教員が、受けた内
容を参考にして実践を行っ
た人の割合で評価する。 

真似たり参考にしたりして何らかの
実践を行った教員の割合が 
Ａ：９０％以上 
Ｂ：８０％～９０％未満 
Ｃ：７０％～８０％未満 
Ｄ：７０％未満 

Ｃ以下であれば取り組
み内容及び方法を再検
討する。 

各取り組み後、３
か月以内にアン
ケートを行い、全
体は年度末に評
価する。 

３ 
授業力の向上 ①  学部を超えて授業を

参観し、参観者による
コメントをもとに小
・中・高が連携した授
業改善に取り組む。 
（年３回以上） 

教務課 ・他学部の授業を参観する機会
が少なく、良い授業を行っても
その専門性や技術が浸透して
いかない。 

【満足度指標】 
他学部の授業を参観して自
分の授業に生かせる、ある
いは他学部の参観者からの
アドバイスが役立つもので
ある。 

他学部の授業や参観者のアドバイス
が役立ったと判断する職員の割合が 
Ａ：９０％以上 
Ｂ：８０％～９０％未満 
Ｃ：７０％～８０％未満 
Ｄ：７０％未満 

Ｃ以下であれば、取り
組み内容及び方法を再
検討する。 

１月に職員向け
にアンケートを
実施する。 

４ 安心安全な学校
づくり 

①  重複生徒を対象にし
た避難方法を避難訓
練とは別に実施して
取り組む。非常時に緊
急脱出できるよう避
難用滑り台を体験す
る。 

生活支援
課 
生徒指導 

・生徒の実態に即した取り組み 
が難しい状況にある。重複障碍
を持つ生徒を訓練時に担架を
用いたり、抱きかかえて避難し
たりする場合の、身体への負担
、けが等を考えると実際に生徒
で実践的な避難訓練は難しい。 

【満足度指標】 
重複障碍を持つ生徒を想定
した避難訓練を実体験する
ことで得られる有用感で評
価を行う。 

重複生徒を対象にした避難方法体験
及び滑り台避難体験が役立ったと判
断する職員の割合が 
Ａ：９０％以上 
Ｂ：８０％～９０％未満 
Ｃ：７０％～８０％未満 
Ｄ：７０％未満 

Ｃ以下であれば取り組
み内容及び方法を再検
討する。 

各取り組み後、ア
ンケートを行い、
全体は年度末に
評価する。 

５ 業務改善に向け
た意識改革 

① 業務改善シートで効
率的な業務の実践に
取り組む。 

全教員 本校の教職員の時間外勤務は、
県平均より少ないが、業務改善
を目指し、効率的な勤務に対す
る意識を促す必要がある。 

【成果指標】 
業務を改善することできた
と答えた教員の割合で評価
する。 

各自が業務改善シートを作成する。 
その結果をもとに、「業務を改善す
ることができた」、「まあまあ改
善することができたと答えた教職
員の割合 

  Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％～８０％未満 

  Ｃ ６０％～７０％未満 
  Ｄ ６０％未満 

Ｃ以下の場合は、取組
を再検討する。 

前期、後期に改善
シートをもとに 
アンケートをと
る。 


